
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白銀の１週間 
校長 前田 倍成 

 ４１日間の夏休みも気がつけばあっという間だったのではないでしょうか。今日から子

どもたちとの賑やかな毎日がまたスタートしました。 

この夏休みにたくさんのことを学び，たくましくなって登校する子どもたちの姿がたく

さん見られます。もしかしたら，１学期に培ったよい習慣を忘れ，また振り出しにもどっ

てしまった子もいるかもしれませんね。でも，一度学んだことはかんたんに思い出すこと

ができるんです。まずは最初の，この１週間が大切です。 

学校では，４月当初の 1週間を「黄金の１週間」，そして，夏休みが明けた２学期当初の

1週間を「白銀の 1週間」と言うことがあります。８月の職員会議でも生徒指導部から「白

銀の１週間」について提案がありました。一部を紹介すると･･･ 
 

『いよいよ２学期が始まります。児童にとって実りある学期になりますように，職員全員

で力を合わせていきましょう。全ての学級において適切に実践をお願いします！』 

□すがすがしい学習環境づくり 

担任のメッセージを黒板に書く，整理整頓されたきれいな教室で児童を迎えるなど 

□２学期に大切にしたいことの共有 

初日に学年通信を発行する，１学期の反省を踏まえ学級・学年の約束を確認するなど

□子どもたちとの前向きなコミュニケーション 

１人１人全員と対話する，よく見取り，小さなことから認め励ましたりするなど 

□欠席した子どもたちへの丁寧な対応 

□明日も学校に来たいと思う工夫 
 

概ね上記のようなことですが，詳細な具体策については１０項目に渡ってチェックリス 

ト化され，学校全体での共通実践がすすめやすいようになっています。 
 

また改めてのスタートです。ご家庭のご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

校訓 「志高く」 

志賀町版画協会の方々による

紙版画指導の様子（２年生） 



―再掲―【心の不安】 

 長期休業明け，子どもたちの中には不安，心配を抱えている子がいるかもしれません。

引き続きご家庭でもお子様の様子や小さな変化に気をつけられ見守ってくださるようお願

いするとともに，気になることや心配なことがある場合は，いつでも学校にご相談いただ

けるよう併せてお願いいたします。 

自殺をはじめ，不適応にかかる事案が多くなるこの時期，このあってはならない事態を

予防し，尊い命を救うためにも，学校，家庭，地域が連携し協力し合うことが大切です。

以下に，改めて主な電話相談窓口等を掲載します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

―― 受賞，おめでとうございます ―― 
 

 

 

 

 

 

【第９回全日本トランポリン競技ジュニア選手権大会】 

シンクロナイズド 11～12歳の部 第２位 個人 11～12歳の部 第３位  

５年生 神尾 武幸 
 

【第４９回県少年相撲能登地区大会】 

団体 高学年 第１位 志賀Ａ（６年 押田 蒼馬 ５年 泉 寛大 ４年 林 篤輝）  

個人 ６年生 第２位 中泉 元寿 第３位 押田 蒼馬 

    ５年生 第１位 泉 寛大 

  ３年生 第１位 脇田 大喜治 
 

【いしかわ子ども交流センター七尾館 イラストコンクール】 

七尾館長賞 ５年生 山瑞 隼叶 
 

 

―― 保護者の皆様へ ―― 
 

 

 

◇「夏休み科学研究作品展」を開いています 

 ８月３０日（水）から，本校ランチルームを会場に展示しています。日頃の疑問につい

て探究を重ねた力作も多くなっています。すでに足を運んでいただいているおうちの方々

もいらっしゃいますが，どうぞご覧になってください。９月７日（木）までの展示です。 

 その他工作，書画等の作品については，各種作品展等への応募のため，残念ながら展示

することが叶いませんことご了承いただけますようよろしくお願いいたします。 

 

◇子どもの人権 110番：０１２０－００７－１１０ ※月～金 午前 8:30～午後５:15 
 

◇子どもの人権 SOS－ｅメール：https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_CH/0101.html 
 

◇子どもの人権 SOSミニレター：学校には用紙があります           以上，法務局 
 

◇24時間子ども SOSダイヤル：０１２０－０－７８３１０
な や み い お う

           文部科学省 
 

◇チャイルドライン：０１２０－９９－７７７７ ※毎日 午後４:00～午後９:00 

   NPOチャイルドライン支援センター 


